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ジョロウグモ 

秋に目立つ大きなクモ。公園
こうえん

などの木と木の間に 金色
きんいろ

に 輝
かがや

く 網
あ み

を張ります。この 時期
じ き

には小さなアブラムシが網にたくさんひっかかるので、網を張り直すタイミングで古くな

った糸ごとまとめて食べます。多くのクモは網を張りっぱなしにはせず、網のネバつきがな

くなってくるころに糸を食べて張り 直
な お

します。 

 



 

アブラムシの仲間 

この 時期
じ き

のジョロウグモのメインメニュー。体が白いロウ 物質
ぶっしつ

でおおわれており、「雪
ゆ き

虫
む し

」などとも呼ばれます。 

 

ベッコウバエ 

かなり大きなハエ。羽音
は お と

も 迫力
はくりょく

があり、一瞬
いっしゅん

ハチかと思うほど。樹液
じゅえき

によくやってく

る。警戒
けいかい

心
し ん

が強く、撮影
さつえい

はむずかしい。 

 

 

 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

 

ヤツデ 

庭 E

に わ

Aや公園などによく AE植 E

う

Aえられる樹木。秋の終わりから冬の初めにかけて花を AE咲 E

さ

Aかせます。 

花の少ないシーズンには 貴重
きちょう

な 存在
そんざい

で、ハエやハチなどがミツをなめに集まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 

ツマグロキンバエの仲間 

ヤツデの花に来ていた 昆虫
こんちゅう

。キンバエと名前はつきますが、動物
どうぶつ

のふんに集まるメタリ

ックグリーンのキンバエとは 違
ち が

う仲間で、花のミツばかりをエサにする、せいけつなハ

エです。 

 

 

 

ルリチュウレンジ 

 



 

ルリチュウレンジ幼虫 

幼虫 E

ようちゅう

Aがツツジの葉っぱをエサにする A E美 E

うつく

Aしいハチ。ハチの仲間ではありますが AE毒針 E

どくばり

Aは持た

ず、AE刺 E

さ

Aしてくることもありません。よく「セイボウ」の仲間と AE見 E

み

AAE間違 E

ま ち が

Aわれることがありま

す。 

 

サザンカの花とヒラタアブの仲間 

サザンカは葉っぱも花もツバキに 似
に

ていますが、ツバキの花はまるごと 落
お

ちる一方で、

花びらが一枚ずつ 散
ち

り落ちていくなどのちがいがあります。 

ミツをなめにきたのはヒラタアブの仲間です。はばたきながら 空中
くうちゅう

に 止
と

まるホバリング

が 上手
じょうず

にできる小さなアブで、人や動物の 血
ち

ではなく花のミツばかりをエサにします。 

 



 

チャドクガのぬけがら 

サザンカもツバキもとても美しい花をさかせますが、気を付けてほしいのがこれらの樹木

の葉っぱをエサにするチャドクガ。毒のある 細
こ ま

かい毛が 空気中
くうきちゅう

にただよい、直接
ちょくせつ

触
さ わ

らな

くてもかぶれることがあります。秋から冬にかけてでも、毒の毛が 残
の こ

ったぬけがらや、毒

の毛でおおわれた 卵
たまご

などが木には残っているので、お 花見
は な み

のときは 要注意
ようちゅうい

です。 
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